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年
度

予算要求

開室準備、開室、史資料の移管

資料整理、目録作成

1

目
標

実
績

2

目
標

実
績

直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

令和９年度
（2027年度）

直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

予
定

④ 数値目標の詳細　※設定できない計画については記載不要。

指標の名称 指標の定義（計算式／説明）

③ ロードマップ

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

① 目的・内容

　女子部は、華族女学校開校以来の女子教育および研究にかかわる多数の貴重な資料を収集・ 所蔵している。こ
れらの資料は、「これまでの歴史や伝統に基づいた本質的なものを忘れない」（「学習院VISION 150」）ための基礎と
なるものである。
　しかし、図書館史料室や旧Ｂ館史料室と倉庫は飽和状態であり、史資料を管理保存する観点からも適切な環境と
は言い難い状態が長期間にわたり続いていた。そこで、令和２年度に収蔵棚等の什器を検討した上で、令和３年度
に予算要求を行った。
　この要求によって、令和５年度に耐震工事の後のＢ(４号)館２階に資料収蔵庫を開室する予定である。開室後、直
ちに史資料を新収蔵庫へ移管したうえで、史資料の整理、目録作成作業も開始し、今後の学内外の教育・研究上
の利用に資することをできるようにする。

② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。

・収蔵庫完成ののち、直ちに史資料の移管を行う。
・史資料の移管後、整理を開始し、目録の作成をすすめる。

教 B
資料収蔵庫の新設に伴う史資料の移
管と整理

令和 年度 令和

分　類 実施計画 開始年度 完了年度 将来的な継続

年度 あり（予定）

女子中・高等科 企画課管理用

推進主体 女子部アーカイブズ運営委員会

責任者 女子部アーカイブズ運営委員
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(

2
0
2
5
年
度

)

令
和
７
年
度

新収蔵庫内棚への配架の仕方や目録作業などにつ
いて、学習院アーカイブズとも連携しながら引き続き
検討を進め、教育・研究のため有効に史資料を活用
できるよう収蔵庫内の整理を進めていく。

学習院アーカイブズと連携し、書庫内の整備に向けた検
討を行った。

(

2
0
2
6
年
度

)

令
和
８
年
度

学習院アーカイブズと連携し、引き続き女子部所蔵史
料の適切な保存・整理作業を進める。

(

2
0
2
3
年
度

)

令
和
５
年
度

令和５年度に開設予定の史料室や収蔵庫の移転、開
設に向け具体的作業を進める。

４号館B館の耐震工事が９月に終わり、仮設棟にあった史
料室や史資料倉庫の移転が10月に終了した。移転に伴
い、収蔵庫棚等の備品購入を行い、史資料整理のための
準備を進めた。

(

2
0
2
4
年
度

)

令
和
６
年
度

資料整理室と収蔵庫の移転と、備品購入が終了した
ので、史資料整理などの実際の運用ができるよう漸
次、準備を進める。

今年度は、新規寄贈史料の受け入れを行った。また、新
収蔵庫の保管のあり方（配架作業や目録作業等）につい
て検討を重ねた。

⑤ 実施計画／実施報告

年度 実施計画 実施報告／今後の課題

(

2
0
2
2
年
度

)

令
和
４
年
度

令和５年度に開室予定の収蔵庫について、設置する
什器の費用、4号館B館仮設棟から新Ｂ(４号)館への
史資料の移転費用について予算要求を行う。

新4号館B館に開設される史料室や収蔵庫関連の予算要
求を行った。
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